
  

色とりどりのアジサイが咲き始める季節になりました。 

先日の体育祭では多くの保護者さまにご観覧いただき、誠にありがと

うございました。４年前の感染症拡大防止対策を機に学部ごとの開催に

変更しましたが、今ではこの形態が定着し、今年度も各学部の特色ある内

容によって、子どもたちが意欲的に取り組めたのではないかと思います。 

梅雨を前にして早くも台風が発生し、気圧の変動で心身の調整が難しくなる時期でもあります。

みなさま、どうかくれぐれもご自愛ください。 

 

バリアフリーはなぜ進まないのか 

日本は諸外国と比べてバリアフリーが遅れている、と言われます。ですが、首都圏の地下鉄の

駅のエレベーター設置率は、95～100％（大阪は 100％）。一方、フランス・パリの地下鉄の駅の

エレベーター設置率は３％、イギリス・ロンドンは 18％、アメリカ・ニューヨークは 25％です。   

これだけを見ると、日本の方が進んでいます。それなのに、なぜ遅れていると言われるのか？

ということについて垣内 俊哉氏（株式会社ミライロ 代表取締役社長）は「私たちがまだ多くの違い

を認識していないから」と講演の中で述べておられます。垣内氏は、先天性の障害による車いすユー

ザーです。その立場から「障害とは何か」を語られた講演録より、一部引用してお伝えします。 

 

大阪府立支援学校PTA協議会 総会について（報告） 

 去る 5 月２８日に、大阪府立支援学校 PTA 協議会（略称：府支 P）の総会が開催されました。

総会では、事業報告、決算報告、新役員の承認（本校の松本会長が会計監査に承認されました） 

事業計画、予算案の他、特別決議として【行動に向けてのアピール】が採択されました。 

行動に向けてのアピールとは「障がいのある子どもが安心して通い、楽しく勉学に励み、社会 

の一員として可能な限り社会的自立を実現してくれる支援学校であってほしい」との保護者の願

いから生まれたもので、例年 6 月を行動月間としています。本校も PTA と協力して、このアピー

ルに基づいた安全・安心な学校づくりを、より一層進めてまいります。  

※アピール文については裏面をご参照ください。 
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 違いとして代表的に挙げられる利き手について、お話ししましょう。右利き、左利きの違いです。

私は右利きです。9 割の人が日本中で、世界中で右利きです。だから不便があります。駅の改札

で切符の投入口はどちらにありますか。自販機の硬貨の投入口はどちらにありますか。右側にあ

るのは、多くの人が右利きだからです。左利きであることは、もちろん障害ではありません。 

 同様に、私は車いすに乗っています。私は歩けません。でも、このこと自体が根本的に障害なの

ではありません。私にとっての不便は、街中に段差や階段があることです。なぜそれらがあるかと

いえば、右利きの人が多いように、歩ける人が多いからです。左利きであることも、歩けないこと

も、目が見えないことも、耳が聞こえないことも、それ自体が障害なのではありません。障害は持っ

ているものでもなければ、抱えているものでもありません。『障害は人ではなく、環境にある』もの

です。 （２０２３年１２月１３日 於：東京芸術劇場  講演「バリアバリュー～障害を価値に変える～」より） 



特別決議        【行動に向けてのアピール】 

支援学校における安全・安心をさらに推進させる行動月間 

 

私たち大阪府立支援学校 PTA 協議会は、平成 21 年 2 月 5 日に「支援学校における教育の

充実に向けて特別アピール」を決議し、「障がいのある子どもが安心して通い、楽しく勉学

に励み、社会の一員として可能な限り社会的自立を実現してくれる支援学校であってほし

い」という願いのもと、学校を支え支援教育の一層の充実に寄与したいという思いで活動に

取り組んできました。 

また、子どもたちの安全・安心を脅かす事案や災害が発生する状況を鑑み、教育活動の基

盤となる安全・安心を活動の重点と位置づけ、６月を「支援学校における安全・安心をさら

に推進させる行動月間」としてアピールし、関係機関のご協力をいただきながら協議会とし

て安全・安心に関わる取組みを進めるとともに、すべての支援学校の PTA 活動活性化の気運

の醸成に努めてまいりました。 

しかし、府立の支援学校では残念ながら教員による体罰や人権侵害に係る事案が未だ絶

えず、安全安心を標榜してきた私たち PTA といたしましても、まことに憂慮に堪えないとこ

ろです。 

そこで今一度、平成 21 年 2 月の決議の思いに立ち返り、支援学校関係者として主体的に

こうした課題を受けとめることが重要と考えました。これがアピールとして終わることな

く、実際に行動することで、すべての支援学校の PTA 会員が一致協力して本行動月間を起点

に、このアピールに基づく以下の活動が活発に推進されるよう要請します。 

 

１ 私たちは、すべての支援学校が障がい特性への理解や人権尊重の教育をさらに推進

し、 子ども一人ひとりが尊重された支援学校となることを望みます。そのために、学

校が行う人権や権利に関わる活動に協力するとともに、自らも人権意識を高め、人権が

尊重された学校の実現に寄与します。 

２ 子どもの心と信頼を砕く体罰等の人権侵害事象を決して起こさないために、すべての

支援学校がその根絶に向けた取組みを徹底されるとともに、一連の事象を踏まえ府教育

庁等の関係機関が計画的に実効性のある施策を展開し、各学校を支援されることを望み

ます。私たちも体罰根絶の取組みに全面的に協力します。 

３ 感染症やアレルギー対応などについて、大阪府教育庁の指導のもと、医療機関、学校、

保護者が十分な情報共有を行い、すべての支援学校において組織的な取組みとして学校

保健衛生活動が徹底されるよう願います。 

４ 全国各地で大地震や台風、豪雨などの自然災害がたびたび起きています。当協議会で

は災害に対するリスク軽減に向け、研修などを行なっており、これからも災害に対して

十分な準備を講じ、学校と地域、PTA が連携し防災減災意識の向上に努めてまいります。 

５ 府立支援学校 PTA 協議会は府立支援学校・大阪府教育庁とより良い連携のもとに、学

校と保護者、幼児児童生徒との厚い信頼関係を構築し、支援教育の充実に向けて活動を

継続してまいります。 

以上、本総会において行動のアピールとします。 

 

令和６年５月２８日              

大阪府立支援学校ＰＴＡ協議会 


